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６
月
16
日
、
17
日
、
18
日

の
本
会
議
で
は
、
22
人
の
議

員
が
登
壇
し
、
本
市
の
財
政

や
中
学
校
部
活
動
の
地
域
展

開
な
ど
に
つ
い
て
、
市
の
見

解
を
求
め
ま
し
た
。

　

発
言
者
と
質
問
項
目
の
一

覧
は
下
段
に
、
主
な
内
容
は

２
面
か
ら
５
面
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
二
次
元
コ
ー
ド
を

読
み
取
る
と
本
会
議
の
録
画

映
像
を
ご
覧
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

竹　内　きよ子（明石かがやきネット）
①丸谷市長の目指す明石市の取組　②高丘小中一貫教育校　
③子育て支援のさらなる充実に向けて
中　村　茂　雄（明石維新の会）
①地方公務員の地域貢献に関する兼業　②学校における子
供の安全を守るための取組
千　住　啓　介（自由民主党明石・代表質問）
①本市の大型公共工事　②新ごみ処理施設整備・運営事業　
③本市の財政
梅　田　宏　希（公明党）
①物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金の活用  
②大久保北部の多面的整備　③小中学校におけるいじめ対
策の体制整備
山　中　裕　司（市民の会）
①災害時における避難所の生活環境の整備　②物価高騰に
よる子育て世帯の生活支援
寺　井　吉　広（明石かがやきネット）
①魚住東部農用地区　②本市の部活動地域展開
正　木　克　幸（明石維新の会）
①様々な形での民間のさらなる活用　②近隣自治体との連
携　③適正な職員配置による人材の活用、組織力の強化
出　雲　有希子（自由民主党明石）
①明石市立市民病院の今後　②本市の観光施策
尾　倉　あき子（公明党）
①明石港周辺の利活用でにぎわいの創出を　②手話言語の
さらなる普及と利用促進　③高校卒業後の医療的ケアを必
要とする方々への切れ目ない支援　④路上喫煙防止対策
山　下　　　祥（市民の会）
①「海のまち」として市民の命を守る施策　②「スポーツ
のまち」としての魅力を向上させる施策
宮　坂　祐　太（明石かがやきネット）
①介護現場の諸課題
髙　尾　秀　彰（明石維新の会）
①人口減少、少子化問題の今後の取組  ②伝統文化を生か
したまちのにぎわいづくり
井　藤　圭　順（自由民主党明石）
①就学前施設　②神戸マラソン
河　村　和歌子（公明党）
①気候変動による自然災害の本市の対応　②本市における
不妊治療の支援
中　川　夏　望（市民の会）
①学校給食の充実　②国が提示する「保育政策の新たな方
向性」　③財政のさらなる見える化
灰　野　修　平（自由民主党明石）
①中学校部活動の状況　②自転車通学中のヘルメット着用
義務化　③災害時の避難所運営
黒　田　智　子（市民の会）
①こども支援活動への支援　②学校への太陽光パネル設置　
③明石サービスエリアへのスマートインターチェンジ設置
上　田　雅　彦（市民の会）
①交通弱者の移動手段向上　②子どもの受動喫煙防止
金　尾　良　信（市民の会）
①住みなれた地域で安心して暮らせる障害者支援　②地域
で里親家庭を支える体制のさらなる充実　③住みなれた地
域で安全・安心に暮らせる環境づくり
辻　本　達　也（日本共産党）
①大久保北部の環境保全とスマートインターチェンジの設
置　②明石川のＰＦＡＳ汚染　③公共工事の入札
中　西　礼　皇（対話の会あかし）
①議案第42号 明石市廃棄物の処理及び清掃に関する条例
の一部を改正する条例制定　②中学校部活動の地域展開
家根谷　敦　子（スマイル会）
①日常生活で課題を抱える高齢者のＱＯＬ向上

発　言　者　一　覧
−発言順−（　）は会派名

問　
あ
り
方
検
討
有
識
者
会

議
の
報
告
を
受
け
、
市
が

考
え
る
明
石
市
立
市
民
病

院
の
今
後
を
聞
く
。

答　
本
市
は
今
年
４
月
に
市

問　
中
学
校
部
活
動
の
地
域

展
開
に
関
す
る
現
状
認
識

と
進
ち
ょ
く
状
況
を
聞
く
。

答　
本
市
の
部
活
動
の
地
域

展
開
は
、
子
ど
も
た
ち
の

自
主
的
な
気
持
ち
を
大
切

に
す
る
、
地
域
の
人
と
共

問　
開
校
５
年
目
を
迎
え
た

高
丘
小
中
一
貫
教
育
校
の

現
在
の
取
り
組
み
状
況
と

今
後
の
展
望
は
。

答　
同
校
は
小
中
３
校
の
併

設
型
で
一
貫
教
育
を
進
め

に
支
え
る
、
教
員
の
や
り

が
い
を
尊
重
し
つ
つ
働
き

方
改
革
も
進
め
る
と
い
う

３
つ
の
考
え
を
柱
と
し
て

い
る
。
昨
年
度
は
、
休
日

部
活
動
の
地
域
展
開
と
し

て
剣
道
の
モ
デ
ル
事
業
を

実
施
し
、
課
題
を
洗
い
出

す
と
と
も
に
、
子
ど
も
や

保
護
者
、
教
員
に
ア
ン
ケ 

ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。

県
下
で
は
地
域
展
開
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
公
表
し
た

て
い
る
。
小
中
学
校
全
て

の
学
年
を
30
人
程
度
学
級

と
し
、
教
員
が
子
ど
も
た

ち
一
人
一
人
と
向
き
合
う

機
会
を
増
や
し
、
き
め
細

や
か
な
指
導
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外

国
語
指
導
助
手
）
を
多
く

配
置
し
、
小
学
１
年
生
か

ら
外
国
語
教
育
を
行
う
と

と
も
に
小
中
の
一
体
的
な

支
援
の
た
め
、
中
学
校
教

員
に
よ
る
小
学
校
へ
の
乗

り
入
れ
授
業
を
実
施
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
高
丘
の

自
然
を
生
か
し
た
環
境
学

習
や
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用

し
た
学
校
間
の
交
流
活
動

な
ど
の
特
色
あ
る
取
り
組

み
を
展
開
し
て
い
る
。

 

　
今
後
は
、
高
丘
の
豊
か

な
自
然
環
境
を
活
用
し
た

探
究
的
な
学
習
の
展
開
な

ど
、
魅
力
あ
る
教
育
内
容

の
充
実
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
て
い
く
。

自
治
体
が
増
え
て
い
る
が

本
市
は
ま
だ
公
表
し
て
い

な
い
た
め
不
安
を
感
じ
る

子
ど
も
や
保
護
者
、
指
導

者
が
い
る
こ
と
は
認
識
し

て
い
る
。
今
後
は
、
あ
り

方
検
討
委
員
会
で
引
き
続

き
協
議
を
重
ね
丁
寧
に
進

め
な
が
ら
も
ス
ピ
ー
ド
を

上
げ
、
今
年
度
中
に
は
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
公
表
で
き

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

民
病
院
の
再
整
備
に
係
る

基
本
方
針
素
案
を
作
成
し
、

 

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施

し
た
。
市
民
の
意

見
を
踏
ま
え
て
取

り
ま
と
め
た
基
本

方
針
案
は
、
再
整

備
が
不
可
欠
で
あ

る
こ
と
、
地
域
の

中
核
病
院
と
し
て

救
急
・
急
性
期
医

療
の
機
能
を
強
化

し
、
治
す
医
療
を

担
う
こ
と
、
再
整

備
は
移
転
新
築
と

し
、
県
立
が
ん
セ

ン
タ
ー
の
建
て
替
え
後
の

跡
地
を
候
補
地
と
し
て
県

と
協
議
を
進
め
る
こ
と
の

３
つ
の
方
向
性
を
示
し
て

い
る
。
再
整
備
は
多
額
の

費
用
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、

 

効
率
的
な
病
院
運
営
が
可

能
な
診
療
機
能
や
適
正
な

病
床
規
模
を
設
定
す
る
必

要
が
あ
る
。
限
ら
れ
た
財

源
の
中
で
持
続
可
能
な
病

院
運
営
に
よ
り
地
域
医
療

提
供
体
制
を
維
持
す
る
た

め
過
剰
な
投
資
と
な
ら
な

い
よ
う
進
め
て
い
き
た
い
。

問　
自
転
車
通
学
者
の
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
の
義
務
化
に

つ
い
て
市
の
考
え
は
。

答　
令
和
5
年
4
月
か
ら
全

て
の
自
転
車
利
用
者
の
ヘ

ル
メ
ッ
ト
着
用
が
努
力
義

務
化
さ
れ
た
。
市
立
明
石

問　
待
機
児
童
対
策
や
、
少

子
化
を
踏
ま
え
た
老
朽
化

の
進
む
就
学
前
施
設
の
今

後
に
つ
い
て
、
市
の
見
解

を
聞
く
。

答　
今
年
４
月
時
点
の
待
機

児
童
数
は
56
人
で
あ
り
、

今
年
度
は
主
に
小
規
模
保

育
事
業
所
の
整
備
に
よ
る

７
施
設
１
３
３
人
分
の
受

入
枠
拡
充
を
目
指
す
。
今

後
は
公
立
幼
稚
園
の
３
歳

児
枠
の
拡
充
な
ど
、
地
域

や
保
育
ニ
ー
ズ
の
状
況
に

合
わ
せ
た
対
応
を
行
う
と

と
も
に
、
将
来
的
な
需
給

バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
な
が

ら
対
策
を
進
め
て
い
く
。

 

　
公
立
の
就
学
前
施
設
は
、

小
規
模
保
育
事
業
所
の
卒

園
児
や
医
療
的
ケ
ア
児
な

ど
の
受
け
入
れ
の
観
点
か

ら
も
需
要
は
高
く
、
子
ど

も
た
ち
が
安
心
し
て
過
ご

せ
る
よ
う
ト
イ
レ
改
修
等

を
計
画
的
に
実
施
し
て
い

る
。
長
期
的
に
は
、
こ
ど

も
誰
で
も
通
園
制
度
の
活

用
や
定
員
な
ど
市
全
体
の

需
給
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な

が
ら
、
公
立
の
役
割
も
勘

案
し
た
上
で
将
来
を
見
据

え
た
就
学
前
施
設
の
在
り

 

方
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

商
業
高
等
学
校
は
約
85
％

の
生
徒
が
自
転
車
通
学
で

あ
り
、
自
転
車
保
険
の
加

入
を
許
可
条
件
と
し
て
い

る
が
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着

用
は
条
件
と
し
て
お
ら
ず

着
用
者
は
少
な
い
。

 
　
生
徒
へ
は
、
入
学
時
に

自
転
車
通
学
の
諸
注
意
と

し
て
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着

用
を
促
し
て
お
り
、
校
内

に
啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示

し
て
い
る
。
今
年
6
月
に

は
、
明
石
警
察
署
と
市
が

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
呼
び

か
け
を
行
い
、
年
１
回
実

施
す
る
自
転
車
交
通
安
全

教
室
で
は
、
事
故
の
恐
ろ

し
さ
や
着
用
の
重
要
性
を

周
知
し
て
い
る
。

 

　
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
は
、

生
徒
の
安
全
を
守
る
こ
と

に
つ
な
が
る
た
め
、
着
用

の
啓
発
活
動
を
強
化
す
る

と
と
も
に
、
県
立
高
等
学

校
の
動
向
も
含
め
、
調
査

研
究
し
て
い
く
。

高
丘
小
中
一
貫
教
育
校
の
状
況
と
展
望

魅
力
あ
る
教
育
の
充
実
に
向
け
取
り
組
む

自転車通学の安全
ヘルメットの着用が課題

啓発活動の強化を

明石市立市民病院
再整備の方針案まとまる
持続可能な地域医療体制に

移転新築を県と協議（市民病院）

自分の身を守るためヘルメット着用を

将
来
を
見
据
え
た

  

就
学
前
施
設
の

在
り
方
を
検
討

中
学
校
部
活
動

地
域
展
開
に
向
け

本
市
の
方
針
は




